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昭和三六年四月、当時あまり名も知られていない世田
谷にある大学に入学した。私は東京に住んでいたので都内の大学を目指していた。他の大学への推薦も高校の進学担当の先生から受けてはい が、国士舘大学という大学で政経学部一期生を募集して ると ことで応募した。入 する気になったのは一期生という と授業料等大学へ納入する金額が年間五万円台で四年間変わらないと言うこと あった。当時の の授業料等年間納付金額としてはかなり安かったこともあり入学す ことにした。当時の政経学部には政治学科 経済学科があり、私は経済学科に籍を置いた。政経学部より先に開設してあったのは体育学部と短期大 であ 。体育学部はほぼ全寮制で生活をしていた。入学してしばらくは体育学部の学生とは交流はなかった。しかし、 の学生も今まであった体育学部のクラブ活動に参加する も
いて、多少なりとも体育学部の学生の気質やどんな生活をしているのかは友人を通して薄々わかってきた。　
ただ、高校生時代の大学生というイメージは服装は自
由で授業も自分で決められ、何となくバラ色的な印象であったが、入学してみてそれは全く打ち砕かれ、制服でないと大学の敷地内に入れず、必修科目は多いし一時限目の授業は朝八時に始まるが七時五〇分過ぎに出席を取りに来る、遅れるとカウントさ ない。また、冷暖房はなく、冬寒く、夏暑苦しい。特 冬は外套を着ての授業は許されない。風邪を引く学生 た。　
また、授業以外では文化的なクラブ活動はほとんどな
く自分たちで作らなければならない。それも創設するクラブの趣旨を明確に記載して申請用紙と指導教授 いないと許可してもらえなかった。当時は部室もなくすべて手弁当的な部分があった。
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一期生ということは先輩からのいじめはないがその分
全部自分たちで作り上げて後輩に受け継いでもらわなければならない部分もあった。とくに第一回目の学園祭の申請は大変であった。申請から許可がおりるまでに約半年がかかった。当時学部事務室はあったが学園全体では「副室」というシステムがあって、そこで許可が出せるか出せない が検討され、最終的には館長の決裁があったと想像している。副室のスタッフには英語やフランス語等語学に堪能な人や旧軍人の位の高い人材もいて優秀な人の集まりであると聞いている（今はない） 。　
入学して特に気なったことがある。それは毎月二七日
に行われる行事である。日本が日露戦争 ロシアのバルチック艦隊を日本海で撃破 た日であり、そ を記念して行われる国旗掲揚であった 基 的にはこれに参加しなければならなかった。またさらに予想もしなかった大変なことがあった。それは大学 教室の清掃をさせられたこと、さらにトイレの清掃、学内の通路、広場までもその対象に っていたことであ 私のよう 通学生組にはなかったが寮生には大学に隣接する道路 清掃や、正門警備という事もあった。さらに、清掃の後 点検でやり直しということもあ た（今はこの制度はない） 。　
人は慣れると怖いものでそれがだんだん当たり前に
なってくる。そうではない友人もいたが全体的にはそうなっていったのである。政経学部の学生で遠方より入学してきた学生の多くは寮に入ったが、下宿生（当時の部屋の広さは三畳か四、 五畳が普通であった）もいた。寮生の話を聞くと上下関係 厳しさは考えられないほどであったと聞い いる。現在の感覚で言えば別世界と言っても過言ではないようであ 。それらのことは入学してから後の出来事だ。ま 、もう一つ同級生のなかにクリスチャン系の高校から国士舘に入学してきた友人がたことだ。彼らは英語 もちろんいろいろな事柄や世界的視野の知識を持っていたことであ 私たちは卒業する頃にはいろいろなことに慣れたせいもあるがそれが当たり前とはいかないまで 決められたことには愚痴を言わずにこなせるようになっていたのではな か 思われる。　
それらのことが身についたかどうかはわからないが、
卒業後の当時の一般企業の社会人とし は重宝がられたようだ。たとえば出社時間が九時 らば三〇分前に出社して部屋の清掃を済ませておく。これは社内 かなり評判が良かったと卒業後に聞いた。また、我々一期生中でまじめで成績が良く、これはと思われる学生は館長推薦で一流企業に就職した学生もいた。さらに元々優秀
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であったのだろうが、推薦なしで一流企業に就職した友人もいた。　
また、入学時に戻るが一流の教授陣がそろっていたこ
とである。国立大学（定年退職した教授を含む）で教鞭をとっていた教授や一流私立大学で教鞭をとっていた教授が沢山おられたことだ。当時の漢学者・哲学者としては超一流で当時（現在の天皇陛下）の皇太子様の教育係をしておられた教授や法学者、経済学者、政治学者等そうそうたるメンバーがいたことである。それらの教授講義を聴くためだけにわざわざ本学に転校してきた学生がいたと友人が話してい 。私はいまだに記憶に残っている教授への思いがある。それは金融論だったか詳しくは覚えてはいないが「授業」で大切な部分があると、寝ている学生を「旦那、旦那そこで寝ている旦那、今日は大切な話をす ので起きて聞いて下さいな」というような話し言葉で講義 する教授 い と ある。　
学生時代を通して一番印象に残っているのは「館長訓
話」の時間である。入学して以来四年間毎週館長訓話の時間があり、普段は館長の訓話であるが、時と 政治家であったり、一流企業のトップであったり、宗教界の方であったり、はたまた他大学 教授 ったり、 ろいろな分野の方 ちのいろいろな考え方の話を聞くこと
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ができた。そして、そのたびにＢ４の用紙に所感文を書かされた（聞いた話を一枚の紙のスペースに要領よくまとめる練習であった） 。このことは国士舘という枠の外の世界を知る大 なきっかけになっ 。まだまだ話し尽くせない思い出はあるが、最後に卒業式とその後の送別懇親会について話したい。　
卒業式は東京体育館に於いて行われ、あの大きな体育
館に卒業生と在校生、教職員及び父兄一同が集まり立派な式をしていただいた。その際、卒業生一人一人を読み上げ、全員の名前が呼ばれ 感動し ものだ。また 送別懇親会では世田谷校地六号館五階（当時は柔道場であった）で一人お膳で、乾杯はジュースで行 、学生として友人たちと最後の語らいをして別れた。　
振り返ってみれば当時の国士舘の教えというか校風と
いうか、大学全体の雰囲気というなかで四年間で身についたことが社会に出てみて大きな力に った。 まり、社会で生きていく必要なマナーが身 備わ て いうことだ。感謝・感謝である。　
時代は変わってもそれぞれの時代に合わせた社会で生
き抜くマナーは国士舘の特色 り、是非校風（建学の精神という堅苦し 形にしない）とし 今後も存続欲しいと感じた次第である。また、学内の諸先生のみな
らずいろいろな企業や社会で活躍している方やものの考え方の異なる方々をお招きして講義していただくことも必要なことであり、 是非今後も続けて欲 ものである。
